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        登場人物





  	名前
  	紹介





  	　アマセオ・・・・・
  	世界の果ての島の王の兵士



  	　ホシナ・・・・・・
  	世界の果ての島に住むホシナ族の族長。マミヤの父



  	　オマキ・・・・・・
  	ホシナの妻



  	　ミツハ・・・・・・
  	メッサナからの亡命者。メルノの偽名



  	　キト・コマ・・・・
  	ホシナ族の男たち



  	　スクナ・・・・・・
  	世界の果ての島の王に仕える者



  	　オモイカネ・・・・
  	　　　　　　〃　　　　　　　スクナの甥






　　これまでの主な登場人物

　    　ダーヴェ・・・・・・ネウトラ評議会・学術調査団の団長

　　ヒューダー・・・・・　　      　　〃　　　　　　団員　

　　ヤスウ・・・・・・・　      　　　〃　　　　　　団員　　

　　パウル・・・・・・・ケストル王国・国王

　　ウルリク・・・・・・　　　〃　　・第三王子

   　　ヘンリク・・・・・・　　　〃　　・ヘンリクの息子

　　ソルド・・・・・・・　　　〃　　・警備隊長

　　サノヒコ・・・・・・島の王に仕える役人

    　　ヘルガ王女・・・・・エウメロス王国・王女

　　レル・ヴァリス・・・　　　〃　　　・王室近衛隊長

　　バイスロイ・・・・・黄金門の皇帝の息子

　   　バラム＆バランケ・・双子のジャガー。パンテオラの部下

　　ハイヤーン・・・・・ネウトラ評議会・本部科学者のリーダー、メンドルプの弟

   　　ティコ・・・・・・・　　　〃　　　・科学者

    　　 マミヤ・・・・・・・ホシナ族の娘

    　　 イリチヤ・・・・・・ 火の精霊

    　　 パンテオラ・・・・・メッサナ市の総督

　　 コモラ・・・・・・・総督の顧問

    　　 パルダリス・・・・・メッサナ市の総督家の一人。総督代理

    　　 メンドルプ・・・・・メッサナの化学者

    　　 アルチニア・・・・・メンドルプの助手

    
        　第十一章　天津甕星あまつみかぼし
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天の北極に最も近い明るい星を北極星という。


地球の歳差運動により天の北極が移動するため、北極星の役割をする星も交代していく。現在（西暦二千年代）の北極星はこぐま座α星、将来はケフェウス座γ星 → ケフェウス座β星 → ケフェウス座α星 → はくちょう座α星 → はくちょう座δ星 → こと座α星、という具合に、ほぼ二千年ごとに移動していく。『北極星の役割をする星』は円弧に沿って移動し、二万五千八百年ほどかけて一周する。


Salamander inの時代に遡ってみると、このころの北極星はケフェウス座β星の辺りにあたるのだが……


この時期、この円弧上の線をはさみ、ほぼ等距離に離れ、ほぼ同じ光度のふたつの恒星がある。それがケフェウス座のβ星（アルフィルク）と、ケフェウス座ι星（アルヴァヘト）である。


はるか後の世の人は、「この時期、北極星が二つあった」、と表現する。
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　山中の険しい道ならぬ道を、若者の足が踏んでいく。浮き上がった木の根も朽ち倒れた大木もものともしない。どのような障害も軽々と踏み越えていく。血気と自信に満ちた雄々しい歩みでもって。

　日の出にはいくらか間があるころ。夜の活動を終えた動物らもねぐらに潜り込んでいる。動くものの気配もない山中を彼だけが黙々と歩いている。鋭い眼差しをときおり空に投げながら。


　広く逞しい背に弓矢を背負っているが狩猟者ではない。アマセオはれっきとした王の兵士だ。


　彼がこの地へやってきたのは、害獣退治の命によるものだった。そこはなだらかな高原のふもとに住む原住の民の地だったが、もっと奥へ、高地へと進んでみるとひじょうな広範囲にわたって作物が栽培されていた。あまりに目を疑う光景に我を忘れて踏み込んでしまった彼は上司から厳しく叱責された。王の直轄地だったのである。しかし、叱責されたところで若者の好奇心は抑えがたい。このような山奥ではたらくのはいかなる者たちかと探って、原住の民とは異なる人々を見出したのだった。それが、星に導かれる者、ホシナ族だった。

　聞けばホシナ族の祖先ははるか北の土地からやって来たのだという。害獣退治(の命令)に腕を振るう本来の職務以上に、ホシナ族の存在はアマセオを刺激したのだった。


　天の理ことわりを地上に下ろした国、それが王が統治する我が国であると、アマセオはそういう教育を受けて育った。天上界の根源神は北極星におわす。根源神の左右の眼に相当する、日と月の直接の顕現が地上界の王であるのだ、と。


（すると……ホシナ族とは？　いったいなんなのだ？）

　純粋な若者の心に浮上する単純な疑問だった。
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　ホシナ族と原住の民との間には交流があった。混血の例もすでにいくつかあって、族長の娘もそのひとりなのだという。族長の妻オマキは生き生きした目の気のいいひとで、皆の信頼も厚く、多忙な族長に代わってこの女性がアマセオの相手をしてくれた。

「娘は今、ちょっと遠いところへ行ってるの。そのうち帰ってくるわ」彼女はけろりと言った。

　そうこうするうち、族長の家に見慣れない娘がいるのに気がついた。オマキに「あなたのご息女か」と尋ねると、「ううん、よそのおうちの子。修業のために預かったのよ」

　黒曜石を採取し加工する技術、うると菜を栽培する技術、など、特殊な技術をもつ一族なれば、技術を継承する修業というのはよくあるのだという。オマキはその娘をミツハと呼んでいた。


　なかなかに美しい娘だと、アマセオは思った。王の宮殿で垣間見た女官たち、いや、王の后たちにも劣らないのではないか。


　そんなある日、ホシナ族の人々が集って沸き返っている光景があった。ダイダラボッチが帰ってきたというのだ。しばらく姿を消していたのだが、最近になってねぐらに帰ってきたらしい。みな、よかったよかった、と言い合っていた。さっそく、供え物を届けようという話になり、人選が行われた。希望者は多く、男二名、女二名はすぐに決まった。アマセオもダイダラボッチというのを一目見てみたいと思い、同行を申し出た。

　ところが当日になって女のひとりが行かれなくなった。「こどもが熱を出しちゃって。誰か代わりに頼むよ」という。彼女は続けて言った。「そうだ、ミツハちゃん、頼まれてくれない？　ダイダラボッチのねぐらの近くにはそろそろ採りごろの薬草がいっぱいあるんだ。ついでに熱に効くのをね」

　ミツハは快く引き受けた。


　アマセオの知るところではなかったのだが、スクナがダイダラボッチを連れ戻し、ミツハを伴ってホシナ族を訪れた際、ホシナ族全員に暗示がかけられた。いわく、「マミヤは今、ちょっと遠いところへ行っていてそのうち帰ってくる」また、「ミツハという娘が修業のためにオマキの預かりになる」。半分は隠された王の意向であり、半分はミツハの安全のためである。ミツハの見た目はホシナ族とも原住の民とも際立った違いがなかったので、ごく自然に人々の暮らしのなかに溶け込んでいた。


　そして、ミツハにはひそかに護衛がつけられていた。彼女は他国からの亡命者だったから。


　かつてマミヤがダーヴェ、ヒューダーらと共に歩いた尾根筋を、お供え物をかついで一行が行く。最後尾をアマセオが務める。
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　日帰りの予定だったが、現地到着後に雨が降り出した。「今朝はいい天気だったんだがなあ」男のひとり、キトがぼやくとミツハが「ごめんなさい」、という。「わたし、雨女なんです」

ホシナ族の面々は顔を見合わせ、どっと笑った。「ちげえねえや」「人選まずったな」

ミツハの行く先々で雨が降るというのは笑い話になるくらい、よくあることだった。一同ひとしきり笑ったあとで、野営の準備にとりかかった。

　さいわい、ダイダラボッチのねぐらのある岩山には洞窟がいくつもあった。狩りに出た狩人が雨風をしのぐに使っていたものもある。避難小屋のようなものだった。


「ダイダラボッチというのには、会えんのか？」アマセオが尋ねる。

「恥ずかしがりやでねえ、なかなか姿をみせんのです」キトは、あんたがついてきたからだ、とは言わない。「けど、ちゃんといますよ。ねぐらにいるのが気配でわかります」

「そういうものか」

「そういうもんです。あれ、雨やんじまったなあ。あれ、おーい、女衆、ふたりでどこへ？」

「雨があがったようですので、薬草を見に行こうと思いまして」、とミツハ。


　暇を持て余していたアマセオは女衆に同行することにした。
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　雨上がりの木の下や草むらをかきわけ、女たちは目を輝かせている。アマセオには雑草にしか見えないが、ここは薬草の宝庫だった。彼は植物にではなく、周囲の気配に集中してみる。邪な獣はいないようだ。これはこれで少々暇だと思いつつ、木立の中を歩き回るうち、思わず息をのんだ。「おお」感嘆の声まで漏らして。

「どうなさったのですか！？」ミツハだった。

「ああ、あれを――」

　アマセオが指をさす方を見れば――そこは林の中の窪地だった。わずかに水の音が聞こえる。せせらぎがあるのだろう。しかし、薄桃色の花と薄緑の笹のような細い葉がせせらぎを隠してしまっている。ササユリが群生しているのだった。

「これは――みごとですねえ」ミツハもため息と共にそうつぶやいた。


　雲間からは夕陽がさし、ほの明るい林の窪地に咲くササユリの花に残る雨のしずくをきらめかせている。その光景をアマセオとミツハは言葉もなく見とれた。


（夢のよう――）

　そう感じているのはミツハの中のメルノだ。故郷のメッサナに比べれば土地は険しく空気は冷たい。ホシナ族の人々がごく自然に接してくれているのがわかる。嘘偽りが感じられない。彼らにはミツハは最初から仲間のひとりだったという暗示がかけられていること、安全のために護衛兼監視がついていることを知っていても、なんの不服も感じられなかった。

　この先々、自分はどうなるのかと考えることはある。けれども、考えたところで始まらない。あの悪夢の先にこんな日々があろうとは、どう考えてもあり得なかったではないか。


　食べ物も暮らしも質素を極め、人々に交じって野山を歩き、手を動かす毎日。土をいじれば爪の中に土が入り真っ黒になる。しかしそれは恐怖が生むものではなく、自身が生きている証だ。


　歌ってはならない。そう約束せよとスクナは言った。その重要性と、スクナの真剣な目とに彼女は迷わず首肯した。今になれば、あれは暗示だったのかもしれないと思わぬでもないが、たとえそうだったにせよ、人生のすべてだった歌う行為に別れを告げても、今の生活はあまりある幸福をもたらしてくれると、彼女は思う。

「幸せ……」思わず、そうつぶやきが唇からもれた。すると……
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「う～～むぅ」傍らでアマセオが唸っているではないか。

「ど、どうか、されましたか！？」

「あ。いや、あまりにみごとな景色なのでな。うたをよんでいたのだ」

「うたを？　よむ？」

「うむ……決まった数の語で、己の内なる思いを表すのだ。語数が限られているので、むつかしい！　なかなか頭を使わねばならぬ！　教養のひとつとして身に着けておかねばならんのだが、私は苦手だったのだ！　だが、ササユリのひっそりと咲くのを眺めるうち、詠みたい、そう思った。この景色に己の内なる思いを……」


　弓矢を背負った精悍な若者が腕組みして仁王立ちのまま、しかめっ面で語るのをみて、ミツハの中のメルノは目を丸くした。


「その。ホシナ族の人々もうたを詠んだりするのか！？」

「さ、さあ。あまりそういったことはしないようですけれど……」

「そうかー……ああ、ちゃんと講義を聴いておくのだったなあ！　いざという時にどうしたらよいのか、わからんのでは……！」

「はあ……」


　若者が薄桃色の花の群れを睨んで四苦八苦しているのは滑稽で、ミツハは、むしろこのありさまを詩に詠めそうだわと思った。


　と、いきなり、「あめつちほー」、と若者が声を張った。


「はい？」びっくりしたミツハは思わず返事をしてしまった。


「しそらやまかは　みねたにくぅぅ　もきりむろこけ　ひといぬうぅぅ　はへすゑゆわさる　おふせよえぇぇ　のきのえたを　なれゐてぇぇぇぇ」

　若者は清々した顔で腕組みを解いて言った。「お手上げだ！　こんなところでお茶をにごしておこうぞ！」


「あの、今のは？」


「ははは。気にするな」


「は……アマセオさまは、よいお声をお持ちですね」


　今度は若者がびっくりした。「声？　そうか？　そうかな？」


　生まれて初めて声を褒められてすっかり気をよくしたアマセオである。
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　それにしても、このミツハという娘は何者なのだろうとメルノの意識は考える。あの泥沼の夜に見た夢に鍵があるような気がするのだが、よく思い出せない。とても夢とは思えないほどリアルで鮮烈な光景を見、ひどく泣き叫んだようだったのに、目がさめると同時に色も褪せ、時間が経過するうちにみるみる記憶が薄れていき、ついには思い出せなくなってしまったのだ。


　ぐっすりと眠っているキトたちを起こさぬように、ミツハはこっそりと寝床を抜け出し、洞窟の外へ出、木立の中を歩き、立ち止まる。あたり一面に霧が立ち込めている。霧に身をゆだねると、無数の、小さな、やわらかな水たちが親しげに近づいてミツハの乳白色の肌を押しつつむ。

うっとりとした、少し苦しげにも見える表情。とくっ……とくっ……とくっ……と――鼓動がいつもより速いわ、とメルノは感じた。でもいやな動悸ではない。むしろ、期待に胸を高鳴らせているふうだ。そうだ、彼女はなにかを待っている。


メルノが芸術家の卵でなくても、ミツハの今の状態が、思い人との逢瀬を目前にした、夢見る少女のものだと感じることは容易だった。


　少しずつ、少しずつ、呼吸は速くなり、胸の高鳴りが明確になり、体が温かく、汗ばんでくる。やわらぎ、湿り気を帯びて、ほどけていく。めくるめく心地よさだ。胸は喜びに打ちふるえ、肉体にとらわれていた自分自身が大きくふくらみ、外へ、出ていく。


　いつしか――メルノは針葉樹よりも高い位置に浮かんでいる自分に気付いた。見おろせば、眼下の霧のなかにダイダラボッチが眠る岩山や薬草の宝庫を抱えた森林が確認できる。またおかしなことが自分に起こっている、とメルノは思う。きっと、また夢の中にいるにちがいない。目がさめれば前のようにすっかり忘れてしまうだろうけれど、心地よさはからだのすみずみにまで満ちていて、軽く、空中を飛べる気がした。


　すいっと体をひねると、風景が一変した。


　眼前に高く険しい山々がついたてのように連なってそびえ、稜線や深い谷が岩肌の質感をくっきりと見せている。その荒々しさは、呼吸を忘れ心奪われる美しさを同時に備えている。

　朝焼けのなかからのぼる太陽の赤い光線に染まる山脈を、青い水面が映している。広大な湖だ。

　くらり、とメルノはめまいを覚えた。峻烈なまでに澄んだ早朝の大気や、山脈の光景が、はたして夢か。吸い込んだ新鮮な空気に全身の細胞が歓喜の声をあげている、これは夢なのか。美しく、気持がいいと感じている自分は――現実にここにいる。

眼下の青い広大な湖に映ったその、自分の姿。それはメルノが苦手なワニにもヘビにも似て、非なるもの。竜だ。
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　ミツハが竜の化身か、竜の化身がミツハなのか。深い緑色をした美しい竜は湖の上をかろやかに旋回すると口吻を下に向け、水中に突入した。微細な水のしぶきがあがってその一粒一粒がきらきらときらめいた。

　水はどこまでも透明で、深い湖の底まで見通すことができる。

　メルノには水泳の経験がなかったが、水中を怖いとは思わなかった。空を飛ぶことも水中を泳ぐことも、彼女のからだには当たり前のこととして、できたのだ。


　それは人間のスケールからすればひじょうに大きく、けもののごとき異形である。


　ミツハとして『変身』を経験したメルノは、水中で優雅に身をひるがえした。


　霧も湖の水も、彼女にはこのうえなく心惹かれるものだ。心惹かれ、とりこになり、没頭する。


　いってみれば彼女は水に恋をする。


　ほかのなにものも目に入らず、水を求め、水といっしょになりたいと欲する。


　そうして恋の炎から輝き出でた彼女の本性とは、水の精霊、竜なのである。


　竜となった彼女は軽々と空を舞い、水に潜る。そこに棲むものたちは彼女の異形に怖れをなして逃げ惑い、我先に水底の岩陰や朽ちて沈んだ古木の陰に隠れ場所を求める。竜はそんな彼らに目をやり、鷹揚にほほ笑む。

　水に棲み、あるいは水を必要とする生き物たちを……それはすべての生き物を意味するのだが……、竜はいとおしく感じる。彼らは竜と水の間に生まれたこどもたちなのだから。


　水中に朝日が差し込み、青い色をさらに透明にさせ、きらめかせる。言葉にしがたいその光景のなかに、メルノは全身で潜り込んでいく。至福の瞬間であるはずなのに、けれども、胸はなぜか痛む。青い色が揺れて見える。水や光のせいではなく。竜の目が涙でくもっている。彼女は涙を流しながら泳いでいる。


（私はもう、年をとってしまった）


　そうつぶやくのは、竜の口吻。なにをいってるのだ、とメルノは思う。ミツハはまだ少女ではないか。


（物質の背後にある元素の精霊には、時間も存在しない。私は少女であると同時に老婆です）落ち着いた深い声音がそうつぶやいた。たしかにその物言いは少女のものではなかった。


（あなたに元素霊の秘密を教えましょう。私たち元素の精霊は人間が好きです。人間にあこがれます。ですから人間の役にたちたいと思い、その思いがかなうと、天界へ行くことができます）


　どこかで――そんな話を聞いたような気がする、とメルノは遠く考えた。どこだったっけ――


（でも、私はかつて――人間でも水でもないものに惹かれ――恋におち――）


　――――


（――そして、子を成した。メルノ、あの泥沼の夜、あなたがあなた自身を投影した、暗闇を這う白い生き物は、私の子――）
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　アマセオは夜通し、寝ずの番を務めた。「ダイダラボッチがいるんだし、そんなことしなくていいって。あんたも寝なよ」夜半に起きてきたキトはねぼけまなこでそういい、またごそごそと寝に戻って行った。


　たしかにダイダラボッチが戻ってきてから、獣が牙をむいて唸ってくることが無くなった。ウソのようにぱったりと止んでしまったのだ。それでもアマセオはいましばらく警戒を続けたいと言ってこの近辺に居残っている。彼の上司は、こんな山の中でなお獣を警戒したいとは奇特なことだと思いつつ、まあ、いいだろう、と許可した。


　アマセオ本人は、己がなぜこの地に居たいのかよくわからない。ただ、居たいのだ。この地が、あるいはそこにいる誰かが、アマセオを惹きつけている。はたしてそれはいったい何だろうと、ひとり、夜の中で考えに沈む。彼の足下は岩山、ダイダラボッチのねぐらがあり、ささやかなお供えを運んできたホシナ族の四人が眠る洞窟がある。頭上は満天の星。雨上がりの空気は素晴らしく澄んでいる。


　漆黒の空を流れる天の川の威容に圧倒されつつ、彼は考える。ホシナ族とはいったい何者たちなのだろうと。


　その名のいわれを尋ねたことがある。星に導かれる者、という意味だそうだ。遠い昔に星に導かれるまま、遠い北の大陸からやって来たのだという。


「そなたらを導いた星とは」と、アマセオは心に浮かぶ疑問のままを口にする。


　族のおさは高い眉上隆起の陰になっている目を遠くへ投げてしばらく時間をかけ、祖先の記憶を思い出してから言った。

「北の空に背を向けて南を目指したのだ……まだ日が昇らぬ東の空に輝く星、そして日が沈んだ西の空に輝く星、この二つは同時には見えない。時を隔てて見える場所が違うが、ひとつの同じ星だという。祖先は東と西の中間を目指した。我らの守り星に導かれてな」


　ホシナの説明と指さす方角でアマセオはぴんときた。金星のことだ、と。


　金星に導かれる者たち。アマセオの背中を走ったのは――悪寒か。


　あの夜。夜更けに天幕を抜け出て今宵のようにひとり星空を眺めたアマセオである。空を流れ落ちる光の帯は壮絶すぎて、感動を言い表す言葉を超える。まさに人の世を超える、神々の領域なのだった。


　夜半に雲がたち、雨が降った。その翌朝、山の斜面を燦然と埋め尽くす黒曜石の輝きもまた忘れがたい眺めだった。それは地表に現れた黒曜石の露頭が砕けて散ったものだ。アマセオが我を忘れて見とれていると、背後で男らの声がする。


「おやおや」「仲良く星見物ですかい？」「ひゅうひゅう」


　仲良く？


　

　はたと振り返り、あたりを見回して、朝日に輝く黒曜石に見とれていたのは自分だけではなかったと気づく。朝採りの瑞々しい山菜でいっぱいのかごを抱えた娘がひとり。彼女は男たちの冷やかしにすべらかな頬を赤らめていた。そしてアマセオの視線に気づいて、きびすをめぐらせてそそくさと立ち去った。美しい髪だ、とアマセオは思った。


　そんなアマセオを男たちは微笑ましくにやにやと眺める。


「兵士さまも男だねえ」

「星よりおなごだわな」

「いやいや、さすがにお目が高い」


　アマセオはごほん、と咳払いして兵士の威厳を取り繕う。


「やあ。よい朝であるな」

「ほんに」男たちは明るいまなざしでアマセオに応じた。ホシナ族の男はみな頑丈な体つきをしていて手足が長い。顔つきもごつい。兵士であるアマセオの方がきゃしゃに見えるくらいだ。なるほど、こんな男たちに囲まれたら、原住の人々が怯えてしまうのもわかるなとアマセオは思った。

「もう仕事に出かけるのか？　よし、私もいっしょに行こう。支度をしてくる。ちょっと待っててくれ」


　アマセオは昨夜の寝床を借りたホシナの家にとって返し、身支度を整える。とくに足元だ。鋭利な黒曜石が散らばるホシナ族の仕事場はまさに薄氷を踏むようだ。仕事場に入る者はみな、目の詰んだ絹の脚絆をつけ、足袋も絹、その上からぴったりと細身のなめし革の長靴を履く。上半身は足元ほど厳重でははないがそれでも目の細かい絹製の作業着である。素材だけならそのまま宮廷に通用するような仕様。それもこれもカミソリの刃のごとき黒曜石の破片が衣服の中、衣服と皮膚の間に入るのを防ぐためだ。傷んだ作業着は繰り返し繕われ、繕われ、あるいは分解されて別の作業着の一部になる。そうやって原型をとどめなくなるまで丁重に扱われる。織物自体が貴重品だったから。しかし質素な荒い織物をつけている原住の人々の目には異様に映るのも確かだったのである。
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　ダイダラボッチお供え部隊はようやく帰途につく。薬草を山のように仕込んだので、来た時よりも荷物が多いくらいである。みなが手分けして担ぎ、アマセオも手伝いを申し出る。


「兵士さま、クマやイノシシが飛びだして来たらどうします？　薬草担いでたら弓矢打てませんぜ」キトがからかうと、


「この薬草の中にはクマよけやイノシシよけになる植物が混ざっていると聞いたぞ。つまり我々は襲われないということだ」


「なんだ、女衆、そんなことまで教えちまって」


「なあ、キト」


「なんです？」


「このあたりには、クマやイノシシやダイダラボッチよりすごいものがいるのではないか？」


「え。クマや？　イノシシや？　ダイダラボッチより、すごいもの？」


「あー！　おれ、知ってるぜ！！」話に割り込んできた男はコマである。ほんとか？　とアマセオが体中をコマに向ける。


「おうとも！　クマやイノシシやダイダラボッチよりすごいってったら、アレしかねえ！」


　アマセオとキトの期待のこもった注目を受けて、コマはにんまりと笑った。「オマキさんだ」


　アマセオはあんぐりと口を開け、キトは大慌てだ。

「ば、ばか、そりゃホントのことだが、いや、今のがオマキさんの耳に入ったら、十日はメシにありつけなくなる！　わかってんのか！？」


　見晴らしのいい尾根の道、女衆ふたりはずっと先を歩き、族長夫人の強者つわものぶりに戦々恐々しているホシナ族の大の男ふたりの後ろでしんがりを務めるアマセオは、尋ねる相手を誤ったと知って後悔のため息をつき、そして思い出していた。


　夜の最後の星が東の空におぼろに馴染んで消えかかるころ。木立の上を横切って飛ぶ、青緑の幻獣の姿を。
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　お供え部隊一行はにぎやかにホシナの居住地に戻ってくる。みな仕事の手を休めて無事の帰着を喜ぶ。その出迎えの人々のなかに見覚えのある顔があったのでアマセオは、はっとした。


「ハマツではないか！！」

　ハマツと呼ばれた初老の男はアマセオににじりより、うやうやしく礼をとった。そして、アマセオ本人と担いでいる薬草の束とを見比べた。

「アマセオ様――」

「ああ。たいそうな荷物なので手を貸した」言いながら担いでいた荷を下ろすと、待ち構えていた女衆が群がってくる。「こら、それは私の弓だ、持って行ってはならん！　で、おまえはなぜここへ」

　元気な女衆に圧倒されて脇へ逃げていたハマツは再びにじり寄ってきていんぎんに頭をさげ、上目をつかい、低い声でつげた。「お生まれになりました」、と。低い声だったにもかかわらず、薬草に群がっていた女衆はいっせいに振り返った。






＊＊＊






　アマセオの実家からの使者であるハマツは、正直者なのか。めでたい知らせであるにも関わらず、その表情は冴えなかった。アマセオは耳をそばだてている女衆を避け、そそくさとハマツをホシナの天幕に連れ込んだ。しかしそこにはオマキがいた。


「なんてまあおめでたいことじゃないの！！」オマキは使者の冴えない表情が気になったし、アマセオが妻帯者とは初耳だったが、一応、おめでとう、と祝した。弓矢を持たせれば精悍な若者はしどろもどろに礼を言いながら、使者ハマツにせっついた。その顔を見ればいやな予感を覚えずにいられなかった。


「まさかチドリに何かあったのか！？」母親が子を産むのと引き換えに、というのはそれほど珍しいことではないと若いアマセオも知っている。

「いえ、チドリさまはご息災にて」

「では生まれた子のほうに何かあったのだな！　おまえのその浮かない顔にはっきり書いてあるぞ！！」

「…………お子様もお元気でございます。三名とも」


　オマキは聞き間違いかと思い、天幕の中央にお客用の席をしつらえていたミツハに目で問うた。ミツハもきょとんとしている。アマセオは咳払いして言った。

「よく聞こえなんだ。もういちど言ってくれんか」

「お子様は三名とも無事お生まれになり、お元気でございます」

「さ――」アマセオとオマキとミツハの声が揃った。「三名！？」

「はい。アマセオ様。お子様は三つ子でございます」


「す、すっごいじゃないの、アマセオさま！！　いきなり、さ――」オマキは舞い上がって大声をあげかけたが、声は途中で宙に消えた。






182






「ど、どうしたんですよ、アマセオさま、そんな顔なさって――！」

「すまん――オマキどの――今の話聞かなかったことに――」

「あらでも聞いちまったし。気になってたんだけど、お使者さんもおめでたい話を持ってきたようじゃなかったし。ミツハちゃん、すまないけど、外の連中を追っ払ってきておくれ。さ、あたしはこの天幕のあるじだ。ここで聞いたことは他言しない。話せることはなんでもお話な！」






＊＊＊






　いっぺんに子どもが三人生まれて、母子とも元気だという。それなのに使者も父親もこの世の終わりのような顔をしているとは。どうしてもその訳を聴かなければ、オマキは気がすまなかった。


　アマセオの動揺は尋常ではなく、気を落ち着かせるのにけっこうな時間がかかった。ミツハは採って来た薬草のなかに目覚め草ハッカがあったのを思い出し、何食わぬ顔で居住地の中央まで出向いて目覚め草だけ分けてもらってきた。女衆はすでにみんなそれぞれの仕事に戻っていた。新鮮な水といっしょに天幕に持ち帰り、深い器にその茎を挿すとさわやかな芳香が天幕にあふれた。オマキは乾燥させた薬草から飲み物をつくり、使者とアマセオにふるまうのだった。






＊＊＊






「私自身、三つ子なのだ」
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「私自身、三つ子なのだ……そうなのだろう？　ハマツ」

「は……それは伏せられていたことだったにもかかわらず……いつの間にかアマセオ様はご存じでしたな……」

「知らなかったさ。しかしある時、家人同士の話を立ち聞きしてしまった。腰が抜けるほど驚いた」

「…………」

「そして頃合いを見計らって家人の片方を締め上げた。私の兄弟ふたりはどこでどうしているのか、とな。私は……

　……孤独だった。家は機織りの一切を取り仕切る権限を許された、名門なのだそうだ。幼いころから様々なしきたりや教養に関する知識を教え込まれた。しかし興味を覚えるものはひとつもなく、むしろ野山を駆け、手作りの槍で獣や鳥を仕留めるのが好きだった。そうだ、ある時、キジを仕留めて得意になって持ち帰ったところを父君に見つかり、こっぴどく叱られた。あれからだ、父君が私を見放したのだと思うようになったのは。父はすでに年老いていた……そうだ、父君のご様子はどんなだ？」

「……ひどく気落ちされ……床についてしまわれました……」

「…………」アマセオはため息をつく。


　アマセオとハマツの話はまったく弾まない。これじゃあ日が暮れてしまうわと思ったオマキは口を挟むことにした。


「なんか、三つ子なのが悪いコトのように聞こえるんですけど」


　アマセオとハマツは同時に顔をあげて同時にオマキを見た。


「あ……悪いコトなのね」


「悪いというより、きわめて、まずいことなのです」、とハマツは陰気な声で応えた。


「なぜそのことをみなが忌むのか、私も自分のことだから調べてみたのだ」


「あのー、小出しにしないで、いっぺんに言ってくれない？」オマキは自分の膝を自分の指先で小刻みに叩きながら言った。イライラしているのだった。


　アマセオは深々と息を吸い込み、ゆっくり吐き出しながら気持ちを固めた。全部吐き出してしまおうと。


「三つ子とは、王の子の証なのだ」
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「王の子――」


「オマキどの、この国に王はひとりしかおられない。ただひとりの王がこの国を治めておられる。もし、その王の子が三つ子ならば問答無用の慶事だということだ」


「で、でも――アマセオさまは――」


「私は王に非ず。王に仕え、従う者だ。私の父君もそうだった。王に仕え、従う者だったから、三つ子の誕生に恐れおののいた。わかるか。三つ子を持つ者は王者だというに等しいのだ。たとえ本人にその気はなくとも、王位簒奪者と呼ばわれる恐れがある。


　それゆえ、父は、生まれたのはひとりだということにして――私だけが父の元に残った。母はショックと罪の意識で病に伏し、間もなく亡くなったという。私は母親を知らずに育った。それにしても、なぜ残ったのが私だったのか！　家は機織りの元締めだというのに、材料になる植物を育てること、織機の構造、何も興味が持てなかった！　うたを詠む講義など苦痛でしかたがなかった！　父はとにかくも私を早々に結婚させ、跡取りを残すようにと――そのあとなら兵士なりなんなり好きにするがいいと、なかば放り出されたのだ」


「あのー、話の腰を折らせてもらいますけど、アマセオさま、母上さまが王家のご出身だったということは？」


　アマセオはきっぱりと首を横に振った。「母は同じ一門の出なのだ。私の許嫁もそうだ。同門の中から選ばれた。だから！　なおさらまずいということがわからんか？　我が一族は一族あげて王位を簒奪しようという志を持つのではないかと――！！」


　ああ、とオマキは脱力したようにつぶやいた。
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「アマセオ様、とにかく、一度実家へお戻りくださいませぬか。あなた様のお子なのですから――！　チドリ様もお帰りを心待ちにしておられます――！」


「うちへ帰って、妻と子に会って、子をふたり捨てろと、それとも、殺せというのか」


「ア、アマセオ様――！！」


「答えよハマツ！！　私のふたりの兄弟は捨てられたのか！？　それとも殺されたのか！？」


　アマセオは火を吹かんばかりの激しい思いのこもったまなざしをハマツに据えた。


「お、お許しを！　それがしは何も存じませぬゆえ――何もお答えできませぬ――」


　使者とはいえ、ハマツは居住まいは正しく人品骨柄卑しからぬ風采、そんな男が平伏し土間に額をこすりつけているのだ。ミツハは堪えられずに思わず目を背けた。


　アマセオは激しい勢いでその場で立ち上がった。目覚め草の澄んだ香りがオマキの面を打つ。余計なおせっかいを焼いてしまったかもしれないと、彼女は悔いた。聞き出してみればなんとも面妖な話である。


「とにかく――今日のところはひとりで帰ってくれ。実家ではそのほうを帰りを待ってもいるだろう。私への知らせが済んだという事実も持ち帰るがいい」

　アマセオは刀子を取り出して髪の毛をひとふさ、切り取った。彼の意を察したミツハはあたりを見回し、作業着の修繕用の端切れを何枚かもってきてアマセオに渡す。アマセオは一枚の端切れで髪の毛を束ね、もう一枚の端切れを紐状にしてきつく縛った。


「これを、チドリに。御身を大事にするように、伝えてくれ」






＊＊＊






二日ばかり顔を合せなかった間にげっそりとやつれてしまったアマセオを見て、ホシナは胸が痛んだ。おおまかな事情はオマキから聞いたが、どう声をかけていいやら見当もつかない。


「なにはともあれ、アマセオさま、祝いましょうぞ」

「あまり祝いたい気分ではないんだがな」

「なにを仰せられるか。生まれ出た赤子になんの罪があろう。父親が祝ってやらんでどうする」

「それもそうだ」


　ホシナは背後から何か取り出した。

　花ではないか。

　丈夫なつるを編んだカゴに草花が山のように盛られている。


「天幕の外に置いてあった。我が家はとくに祝われることはないから、アマセオさまにだろ」

「女衆のしわざだわ。耳ざといねえまったく。はい。アマセオさま」


　アマセオはくるしい笑いを頬ににじませて花を受け取った。
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　やっかいなことになった。そうつぶやくのはスクナである。

　ミツハの監視兼護衛役を務める部下から思いがけない報告があがってきたものだから。


（そういえば……）スクナは独り言ちる。アマセオの属する一門は機織りに関する一切を国から任されている。ちょうどホシナ族が黒曜石の採取と加工の一切を負かされているのと同じである。その機織りの一門の後継者のはずの者が武の道に進むなど、おかしなことであった。おおかたの見方なり憶測は、その者の道楽が過ぎて破門となったのだろうということだった。まれに、そういうことは起こる。が、アマセオの場合は少々様子が怪しい。


　スクナはすっくと立ちあがった。あれこれ頭を悩ますよりも、当たれる人間に当たってみようと思ったのだ。部下に命じるより自分でやった方が手っ取り早い。幸い、彼はどんな場所でも……王宮だろうが官僚の仕事場だろうが……顔パスで入って行けるのだ。






＊＊＊






「これは叔父上！！」

　驚きの声をあげたのはスクナではなく、彼の甥にあたる人間である。色白の秀麗な面に櫛目の通ったつややかな黒髪の若い男。若いと言っても本当の年齢は問題ではない。自分の能力を存分に発揮できる外見を自分で望めるのだから。


「よ。久しぶり」

「前もって言ってくだされば酒肴など用意いたしますのに」

　甥は手早くあちこち片付けながら叔父の急な来訪を嬉しそうになじる。

「いやなに。ふとお前さんの顔が頭に浮かんでな。会いたくなったのだ」

　手土産の新鮮な切り口の蕨に甥は目を輝かせた。里ではもう山菜の季節はとうに過ぎてしまっている。

「私はいつも叔父上のことを想っていますよ。一献かわしながら日々のあれこれをお話ししたいものだと……気持ちが通じたようでうれしゅうございます。……して？」
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「シトリの一門ですか……」

「その口ぶり。寝耳に水でもなさそうだな、オモイカネ」

「…………」


　叔父の来訪に子どものようにはしゃいでいたオモイカネだったが、話を聞くなり、仮面をかぶったように表情を消してしまった。


「その話、叔父上のほかに知っている者は？」

「山の上で石に携わっている連中だけだ」

「使者のハマツは？」

「山をおりて、里に待たせていた警護の者と合流して屋敷へ帰った。おれの配下の者が見届けている」

　オモイカネは叔父スクナのため息を聞き逃さない。何があったのだと目を向けてくる。

「警護の者の人相が。気にくわん。なにかあると見た。そうなのだろう？」

「かないません、叔父上には」


　酒肴を運んできた家人にオモイカネは低く言いつけた。「この室に誰も近づけぬよう」






＊＊＊






「古いにしえより三つ子は君子にのみ許された特別な存在。三名の子がそれぞれの持つ能力を合わせて父である君[きみ]を支え、やがてはその中の相応しい者が新たな君となり、他の二名は新たな君を支える」


「…………」


「大事なのは、叔父上、そもそも三つ子とは自然に産まれるものではないということ」


「――人為的なものだというのか！？」


　オモイカネは重々しくうなずいた。


「その通り。君子の意のもとに、君子の後継者あるいは補佐する者として相応しい魂をこの世に下ろす。それにはそれなりの儀式が必要なのです」


　スクナはまじまじとオモイカネの美しい仮面のような顔を見つめた。


「お前さん――」


「――星々と語り、方々[かたがた]の神々と語るのは、私の役目なれば、むろん」


「…………」


「しかし、下りていただくのは君子の位に座すにふさわしい御霊、それも三名同時に、となると、なかなかむつかしいものがあります」


「そりゃそうだろう。男女の相性もあるだろうし」


「ええ」オモイカネはこの世に戻ってきたように頬に生気を取り戻した。「つくづく私などには荷が重うございます。ですが……」


「うむ？」


「私などより、はるかに力のある者がいるのかもしれません」


「甥――いや。おい――まさか――」


「シトリの一門も元をたどれば、先祖は私といっしょ。かの一門のなかに現職である私以上の『日読み』がいても不思議ではありません」


「なんだと――」


「ときに、叔父上、叔母上はどうされてますか？」


「叔母？　お前さんの叔母さんていったら七、八百人いるだろ」


「コタエさまですよ」














第十一章　『天津甕星』


第十二章へ続く

    
        
    
        第十一章のあとがき


第三部は舞台が世界の果ての島へ戻りました。


アマセオという名が登場したのは第六章、＃108でした。ずいぶん前ですよ、別に忘れていたわけではなくて、名前は出したものの、なにをやってもらうのかまるで見当がつかなかったのです。じっさい、『なにをしたのか』さっぱり！　徹底的に！　手がかりがない。日本書紀に出てくる神様クラスの人で、祀られてる神社もいくつかあるのに、です。この不思議さは三貴神のひとりツクヨミの手がかりのなさにも通じるかも。

なにかとんでもないことをやらかして名前だけ残して存在を抹消されたというなら……ソサノヲの数々の蛮勇（神道の大祓詞[おおはらえのことば]や中臣祓[なかとみのはらえ]には彼のやったこと…兄上の奥さんとの不倫とか、記紀に載ってないのもある…がたいがいでてきます）以上の罪深いやらかしだったということでしょうか。

悩んだ挙句、『罪深さ』加減を検証しようと、最近の世界の果ての島よりに神々の罪について書いてみました。が……調べてて感じたことは、人間の罪て、神さまから譲り受けた（だけ、とは言わないが）部分が大きいんじゃなかろうか、とくに倫理的なとこは。


三つ子といえば、minemuraはトルメキアの三つ子の王子様（クシャナのお兄さんたち）しか知らなかったですが、ホツマツタエでは時々目にします。アマテルの八人の子どものうちの三人は三つ子の姫、海幸彦山幸彦は三つ子の次男三男です。もしかしたら、天津神にしか生まれなかったのかもしれません。


この辺が特殊なんだということにさせてもらって、さあ、いったい、どんな大それたことをやったんだアマセオくん――


まあアマセオについては甥々考えることにしまして（おいおい）

アマセオが詠んでるのは、『天地の詞』といって、平安初期の手習歌詞だそう。


"あめ(天)つち(地)ほし(星)そら(空)やま(山)かは(川)みね(峰)たに(谷)くも(雲)きり(霧)むろ(室)こけ(苔)ひと(人)いぬ(犬)うへ(上)すゑ(末)ゆわ(硫黄)さる(猿)おふせよ(生ふせよ)えのきのえたを(榎の枝を)なれゐて(馴れ居て)"
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